
　

10
月 

建
設
ス
タ
ー
ト

（異文化交流会の様子）

クラウドファンディングに挑戦中！
　「原爆被爆者の記録を後世へ：
　　　　　　　標本データベース化プロジェクト」

　
令
和
２
年
10
月
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ

ス
の
大
学
会
館
東
で
、
国
際
交
流
拠
点
施

設
の
建
設
工
事
が
始
ま
る
。
国
際
的
研
究

拠
点
東
広
島
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
つ
と
な
る
。

　
当
該
施
設
整
備
基
本
計
画
は
、
令
和
元

年
９
月
に
策
定
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、

内
外
の
多
様
な
人
々
と
の
交
流
と
知
識
の

循
環
、
海
外
の
ト
ッ
プ
研
究
者
や
優
れ
た

留
学
生
に
対
す
る
安
全
で
快
適
な
居
住
空

間
の
提
供
な
ど
複
合
的
な
機
能
を
持
つ
。

　
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
緑
で
紡
ぐ
交
流

の
丘
」。
既
存
の
並
木
や
丘
、
小
道
な
ど

を
継
承
す
る
配
置
計
画
と
有
機
的
な
建
物

形
状
で
、
持
続
可
能
社
会
を
体
現
す
る
シ

世
界
初
の
角
筆
資
料
室
を
設
置

　

原
爆
放
射
線
医
科
学
研
究
所
で

は
、
原
爆
被
爆
者
の
組
織
標
本
を
保

存
、
そ
れ
ら
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
後
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
た
一
般
公
開
を
進

め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

被
爆
か
ら
今
年
で
75
年
を
迎
え
、

　
「
小
林
角
筆
資
料
室
」
が
中
央
図

書
館
地
下
一
階
に
設
置
さ
れ
た
。
角

筆
文
献
を
集
め
た
資
料
室
は
世
界
で

初
め
て
。
角
筆
研
究
の
第
一
人
者
で

文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
た
小
林
芳
規

名
誉
教
授
が
、
収
集
し
た
角
筆
文
献

２
９
３
点
９
４
３
冊
を
本
学
に
寄
贈

ス
ラ
イ
ド
標
本
の
一

部
が
経
年
劣
化
で
割

れ
て
し
ま
っ
た
り
、

色
が
薄
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
と
、
世
界

的
に
貴
重
な
資
料
が

失
わ
れ
て
い
く
危
機

に
瀕
し
て
い
る
。

　
被
爆
者
の
方
々
が

さ
れ
た
こ
と
が
設
置
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

　
角
筆
は
先
端
を
と
が
ら
せ
た
木
や

竹
の
筆
記
具
を
指
す
。
小
林
名
誉
教

授
は
１
９
６
１
年
に
角
筆
を
用
い
て

く
ぼ
ま
せ
て
描
い
た
字
や
絵
を
漢
籍

資
料
か
ら
初
め
て
発
見
。
以
来
、
日

本
各
地
や
中
国
、
韓
国
な
ど
の
古
文

書
か
ら
も
確
認
さ
れ
、
国
内
で
見
つ

か
っ
た
文
献
は
約
３
３
５
０
点
に
も

上
る
。

　
ま
た
本
資
料
室
は
、
角
筆
の
実
物

や
角
筆
を
見
え
や
す
く
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
「
角
筆

ス
コ
ー
プ
」
も
所
蔵
す
る
。

　
今
後
、
広
く
世
界
の
研
究
者
に
利

用
し
て
も
ら
い
、
小
林
名
誉
教
授
が

切
り
拓
か
れ
た
角
筆
研
究
の
継
承
・

発
展
を
目
指
す
。

ン
ボ
リ
ッ
ク
な
外
観
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て

い
る
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
7
階
建
て
、
延
床

面
積
3
9
5
4
㎡
。
総
事
業
費
約
15
億

円
、
う
ち
５
億
円
は
東
広
島
市
の
出
捐え

ん

金
を
充
て
る
。
１
・
２
階
は
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
を
中
心
と
し
て
、
開
放
的
で
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
使
え
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
キ
ッ
チ
ン
、
カ
フ
ェ
、
会
議
室

な
ど
。
３
階
以
上
の
宿
舎
ス
ペ
ー
ス
で
は

入
居
者
同
士
の
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
を
配

置
。
７
階
に
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者

を
呼
び
込
む
た
め
の
居
室
も
整
備
す
る
。

建
物
全
体
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮
し

て
い
る
。
令
和
３
年
秋
の
開
設
予
定
。

   

国
際
交
流
拠
点
施
設

多目的スペース（１階） 外観

ラウンジ（２階） エントランス（１階）

残
し
て
く
だ
さ
っ
た
資
料
を
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
研
究

の
前
進
に
つ
な
が
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
現
に
向
け
て
、支
援
を
求
め
て
い
る
。

【
募
集
期
限 

】
９
月
30
日
（
水
）
23
時

【
詳
細
は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
】

（https://readyfor.jp/projects/
rirbm

kaisekibu

）

　
　

75
年
史
部
局
史
編
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

令
和
６
年
刊
行
予
定
の
広
島
大
学
75
年
史
部
局
史

編
に
つ
い
て
は
、
研
究
科
、
学
部
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
各

一
人
ず
つ
、
執
筆
の
中
軸
を
担
う
編
さ
ん
担
当
者
を
9

月
末
を
目
途
に
選
出
す
る
。
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

下
表
の
と
お
り
。

トップ研究者住居（７階）

角筆による書き込み（カヘシアラハスとある）

角筆資料と小林名誉教授

令和
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広
島
大
学
基
金
寄
附
者

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

世
界
展
開
力
強
化
事
業

（
イ
ン
ド
）

　
　
　
　

第
１
回
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

役
員
及
び
部
局
長
等
を
対
象
と
し

た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
９
月

15
日（
火
）に
開
催
す
る
。
講
師
は
、

相
原
玲
二
副
学
長
（
情
報
・
Ｉ
Ｒ
担

当
）。本研

修
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
全
教
職
員
を
対
象
と

し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
（
Ａ

コ
ー
ス
・
Ｂ
コ
ー
ス
）
に
加
え
て
、

２
０
１
７
年
度
か
ら
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
基
本
計
画
に
基
づ
き
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。

▼
石
井　

直
文  　

様

▼
医
療
法
人S.R.C.

中
光
整
形
外
科　
　

　

リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　

中
光　

清
志  　

様

▼
医
療
法
人
エ
ム
・
エ
ム
会

　

理
事
長　

白
川　

泰
山　

  

様

▼
医
療
法
人
お
ち
眼
科
医
院

　

理
事
長　

越
智　

温
子  　

様

▼
医
療
法
人KOC

　

金
谷
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

金
谷　

篤  　

様

▼
医
療
法
人
社
団
楓
会　

林
病
院　

　

理
事
長　

林　

淳
二  　

様

▼
医
療
法
人
社
団
慈
恵
会
い
ま
だ
病
院　

　

院
長　

大
杉　

健  　

様

▼
医
療
法
人
社
団
仁
慈
会

　

理
事
長　

安
田　

克
樹  　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ス
マ
イ
ル

　

博
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

高
杉　

啓
一
郎  　

様

▼
医
療
法
人
社
団
清
流
会

　

理
事
長　

永
井　

賢
一  　

様

▼
医
療
法
人
社
団
マ
ッ
キ
ー

　

理
事
長　

松
木　

啓  　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会

　

理
事
長　

平
松　

廣
夫  　

様

▼
医
療
法
人
昭
和

　

原
田
整
形
外
科
病
院

　

理
事
長　

原
田　

昭  　

様

▼
医
療
法
人
せ
い
ざ
ん
青
山
病
院　

　

院
長　

大
村　

泰  　

様

▼
医
療
法
人
明
笑
会　

　

理
事
長　

安
本　

正
徳  　

様

▼
内
木　

恵
子  　

様

▼
大
谷　

美
奈
子  　

様

▼
尾
上　

亮  　

様

▼
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

佐
々
木 

直
義 

様

▼
越
智　

光
夫  　

様

▼
甲
斐　

祥
郎  　

様

▼
株
式
会
社
紀
陽　

　

代
表
取
締
役
社
長　

寒
川 

起
佳 

様

２
０
１
７
年
度
採
択
世
界
展

開
力
強
化
事
業
タ
イ
プ
Ａ
（
イ

ン
ド
）「
先
端
技
術
を
社
会
実

装
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人

材
養
成
の
た
め
の
国
際
リ
ン

ケ
ー
ジ
型
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
９
月
25
日
（
金
）
に
、
第

１
回
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
０
２
０
年
度
役
員
等
対
象

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修

広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス

９
月
の
放
送

（
広
島
Ｆ
Ｍ
）

　
広
島
Ｆ
Ｍ
放
送
の
番
組
「
大
窪
シ
ゲ
キ

の
９
ジ
ラ
ジ
」
内
で
毎
月
放
送
さ
れ
て
い

る
「
広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の

コ
ー
ナ
ー
に
、
本
学
教
員
や
学
生
が
出
演

中
。
第
45
回
／
９
月
７
日
（
月
）
は
先
進

理
工
系
科
学
研
究
科
の
大
久
保
孝
昭
教

学
内
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
！

授
、
第
46
回
／
９
月
21
日

（
月
）
は
理
学
部
の
蛯
原
穣

太
郎
さ
ん
と
工
学
部
の
北
野

壱
歩
さ
ん
が
出
演
予
定
。
中

高
生
に
向
け
て
広
島
大
学
の

魅
力
や
、
自
身
の
学
生
時
代

や
研
究
内
容
な
ど
を
語
る
。

▼
株
式
会
社
総
合
広
告
社

　

代
表
取
締
役
副
会
長　

坪
井 

高
義  

様

▼
株
式
会
社
ダ
イ
ク
レ

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
本 

浩 

様

▼
株
式
会
社
に
し
き
堂　

　

代
表
取
締
役　

大
谷　

博
国  

様

▼
株
式
会
社
日
本
ク
ラ
イ
メ
イ
ト

　

シ
ス
テ
ム
ズ

　

代
表
取
締
役
社
長　

松
尾 

則
宏   

様

▼
株
式
会
社
バ
ル
コ
ム

　

代
表
取
締
役　

山
坂　

哲
郎  

様

▼
株
式
会
社
や
ま
だ
屋　

　

代
表
取
締
役　

中
村  

靖
富
満  

様

▼
菅
尾　

伸
二  　

様

▼
木
村　

榮
一  　

様

▼
國
利　

辰
洋  　

様

▼
小
林　

健
二  　

様

▼
近
藤　

雅
美  　

様

▼
坂
下　

勝  　

様

▼
佐
藤　

利
行  　

様

▼
澁
谷　

祥
夫  　

様

▼
鈴
木　

敏
夫  　

様

▼
竹
本　

輝
男  　

様

▼
田
中　

純
子  　

様

▼
戸
田
工
業
株
式
会
社

　

取
締
役
社
長　

寳
來　

茂   

様

▼
戸
谷　

恵
一  　

様

▼
中
島　

史
登  　

様

▼
長
谷
川　

公
一  　

様

▼
福
田　

健
二  　

様

▼
弁
護
士　

緒
方　

俊
平  　

様

▼
槇
原　

晃
二  　

様

▼
宮
本　

博
子  　

様

▼
ミ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

沼
田　

和
宏  

様

▼
森
本　

崇
文  　

様

▼
脇
村　

芳
夫  　

様

（
五
十
音
順
）

※
７
月
1
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
、公
開
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ

い
た
方
を
掲
載
。給
与
控
除
に
よ
る
分
割

寄
附
の
方
は
、初
回
控
除
の
時
の
み
掲
載
。

「Technologies for Future

」
を
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
す
る
。

イ
ン
ド
の
起
業
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ネ

ハ
・
ジ
ュ
ネ
ジ
ャ
氏
、
義
足
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
用
義
足
な
ど

を
開
発
す
る
遠
藤
謙
氏
が
講
演
す
る
ほ
か
、

日
印
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
生
が

留
学
先
で
の
研
究
成
果
を
発
表
。
社
会
と
未

来
を
変
え
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
考

え
る
。
学
生
を
は
じ
め
、
起
業
や
ソ
ー
シ

ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
の

参
加
が
可
能
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
・
申
込
（
要
事
前

登
録
）
は
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参

照
（https://ildp.hiroshim

a-u.
ac.jp/stw

2020/

）

９月～１０月

８月１４日（金） 夏季休業（～9/30）

９月 ９日（水） 経営協議会

９月１５日（火） 教育研究評議会

９月１８日（金） 秋季学位記授与式

１０月 １日（木） 秋季入学式

１０月 ２日（金） 第３ターム授業開始(～11/30)

１０月２０日（火） 教育研究評議会

◆ ◆ 行事カレンダー ◆ ◆

新型コロナウイルス感染症に関する情報です！

　「新しい生活様式」による感染
防止行動の遵守を前提として、
以下のように実施する予定。
　授業は主としてオンラインで
実施するが、以下については十
分な感染拡大防止策がとれる範
囲内で、できるだけ対面による
活動を導入。
・１年生対象の学部専門科目
・大学院共通科目、研究科共通
科目、専攻共通科目を除く大学
院の授業
・受講者が 20名以下であり、十
分な感染防止策を実施可能であ

〇第３タームの授業等の実施に関する方針

〇９月１日からの国内移動は？

　移動の自粛および来広の制限
は行わないが、「直近１週間の人
口 10 万人あたりの新規感染者
数が５人以上」の都道府県へ移
動した場合は、すみやかに報告
すること。対象地域・報告方法
等の詳細については、本学公式

ウェブサイト「重要なお知ら
せ」やいろはを確認ください。
　なお、移動先の感染状況や
都道府県が出す情報などを確
認して、リスクの高い地域か
らの来広および同地域への移
動は控えること。

ると学部長・研究科長等が判
断した授業
・実技を伴う実験・実習等、
対面でないと教育効果が得ら
れないと学部長・研究
科長等が判断し、あら
かじめ教育本部に届け
出て許可を得た授業
　詳細については、本
学公式ウェブサイト
「重要なお知らせ」を
参照。なお、今後の感
染の状況によって変更
の可能性あり。


